
カナダと米国の両方に関して, また, おそらく他の多くの国々においても, ビジネスにおけるス

ポーツ世界はこの��年間に大きな成長を遂げた｡ プロ・スポーツは, 北米における最も重要な商業
エンターテインメント形態の１つとなった｡ スポーツと身体活動の世界が商業化され, 職業化され

ている状況に加えて, その他にも数々の仕事の機会が, スポーツマネジメントのエリアに興味を持

つ人々に開けている｡ そのような仕事には, マイナーのプロ・スポーツリーグ, 大学対抗の運動や

レクリエーション, 若者と大人のための自治体ベースのスポーツ, それにフィットネス産業などに

多くの仕事がある｡ 運動学／体育／スポーツ科学, または同様のプログラムの大学学部生がスポー

ツと身体活動のマネジメントの世界における仕事に就く準備をするにあたり, 学生の役に立つ知的

な体験を提供する責任がある研究者として, 我々はこの特定のエリアにおけるカリキュラムを展開

する際, 拡大し続ける就職の機会について考慮する必要がある｡ 実際に, ここ数年間でカナダの中

等教育後におけるスポーツマネジメントのエリアに対する重視は高まっており, 新しいプログラム

が登場している｡ それらのカリキュラムには, スポーツマネジメントに重点を置く全日制学部の学

位, 学部学生の運動学学位のカリキュラムにおけるスポーツマネジメントのエリアの能力別, また

は個人別のコース, 大学やコミュニティカレッジ (すでに学士号を持つ人だけでなく, 中等後教育

に入ったばかりの人もが通う) で提供される個別の資格カリキュラム, それに最近加わったスポー

ツマネジメントを重視する２つの経営学修士 (���) カリキュラムなどがある｡
高いレベルのプロ・スポーツでは, 幅広いスキルを備えるゼネラリストの労働者から, 比較的小

さなエリアに責任を持ちながら, 同時に非常に特殊なスキルとトレーニングを備える専門家へとい

う論理的な動きがある傾向であることは, 驚くようなことではない｡ 全般から特殊化へというこの

動きは, 他の各種職業環境において容易に見受けられる｡ 医薬, 法律, 事業, それにコーチングま

でが, このような移り変わりを経験している｡ これは企業が, より大きく, より複雑で, より多く
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この論文は, 専門分野のトレーニングを受けたスポーツマネジメントの専門家に対する需要と, ゼネ

ラリストのバックグラウンドを持つ体育学の学部学生の仕事についての問題を調査する｡ このような状

況下では, 求められる専門分野のトレーニングは学部学生の体育学カリキュラムの広範囲な基盤では受

講できないのが明らかである｡ しかし, スポーツと身体活動の世界にはゼネラリストの仕事の機会が存

在するが, このような機会は, 高度に商業化されたプロ・スポーツ界以外のエリアにある｡ さらに, ゼ

ネラリストを育てるカリキュラムについての論題が討議される｡
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